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２０１７年９月 26 日 Vol.９８  

復活期待の２０１６年ＩＰＯ有望銘柄 

 

株高は忘れた頃にやってきます。２０１６年にＩＰＯした銘柄も時間の経過とともに

すっかり忘れ去られてしまいそうな状況ですが、改めて吟味をしてみると投資タイミン

グに来ていると見られる銘柄も見出せます。 

 ２０１６年にＩＰＯした銘柄は８３銘柄。多くの銘柄が上場後しばらくして安値をつ

け、その後は上昇傾向にあることがわかります。その中で相変わらず株価が低迷してい

る銘柄もあります。業績を下方修正するなど停滞気味に推移している銘柄がそうした冴

えない株価展開になっています。ただ、中には業績が比較的堅調な銘柄もあります。本

日はその中から中長期的な視点で選定した注目ＩＰＯ銘柄ベスト１０をご報告します。  

  

①バリューゴルフ（３９３１）３月 公開価格１２８０円 高値３４００円   

先日の決算説明会開催以来、株価はジリ高歩調。一人ゴルフの会員数増加、対象ゴル

フ場の増加などがここでのポイント。Ｍ＆Ａによる事業拡大を図り業績向上が見られる

点も注目です。健康関連サービスにも注力。時価総額３７億円は現在の収益水準では妥

当なところですが業績上方修正の可能性が高く割高なイメージは薄らぐと見られます。 

 

②昭栄薬品（３５３７）３月 公開価格１３５０円 高値４３８５円 

個人投資家向けの説明会開催以来、株価は比較的堅調な推移。花王株を大量に保有す

るオレオケミカル中心の化学品商社。保有する５３億円余りの投資有価証券の大半は花

王株。結果としてＰＢＲは０．５倍の水準に留まっています。高級アルコールの拡大で

業績も堅調。土木建設資材も手掛ける。バリュー株としての評価に安定成長株としての

評価が必要です。 

 

③グローバルグループ（６１８９）３月 公開価格２０００円 高値３６５５円 

保育園など子育て支援ビジネスを展開。上場後の高値から４月安値１４８０円まで値

下がりを演じました。その後持ち直し気味で推移しましたが、昨日から子育て支援関連

が消費税増税に伴う財源確保から一気に人気化。補助金収入が収益に貢献するビジネス

モデルで来９月期の業績に関心。公開価格割れを続けたがようやく浮上の動き。 

 

④フェニックスバイオ（６１９０）３月 公開価格２４００円 高値３７７５円 

臨床試験用マウスの活用、販売がビジネスの主体。直近の安値１３８１円で下値模索

が続く。 

 

⑤アイドママーケティングコミュニケーション（９４６６） 

３月 公開価格１４４０円 高値１４７９円 ２分割後の高値８３５円 同安値５
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５９円  

流通業向け販売支援サービスを展開。増益基調を堅持。好財務内容。ＰＥＲ１４倍、

配当利回り２．２８％で評価の余地。 

 

⑥ウイルプラスホールディングス（３５３８） 

３月 公開価格１８８０円 初値１７２９円 高値４４８５円（２分割前） ２分割後

高値２５５０円 安値１６５１円  

上場後東証２部に昇格。ジープ、ＶＯＬＶＯなどの輸入車販売事業で好業績。Ｍ＆Ａ

戦略で事業拡大。初値は不人気だったが結果としては上場後に高パフォーマンス。 

 

⑦アイモバイル（６５３５）１０月 公開価格１３２０円 初値１２３０円 

上場後高値１２９７円 直近高値１２８８円 同安値９０５円  ＰＥＲ１４．５倍 

上場時の売り出し株数が多く需給悪で株価の動きは鈍いが安定推移。広告配信ネットワ

ーク大手。ふるさと納税サイトが急成長。キャッシュリッチ、Ｍ＆Ａ指向、成長指向。 

７月期決算で今期も増益基調を堅持。 

 

⑧バロックジャパンリミテッド（３５４８） 

１１月 公開価格２０００円 初値１９００円 

公開価格を一度も上回ることなく推移。上場後安値９５２円。社長は国際派ながら上

場後の株価推移からはネガティブな評価がなされています。その背景は今期業績を下方

修正し減益見通しを発表したことによる。調整が続く中で配当利回りなどの指標で下支

えの可能性が感じられます。３５０億円前後の時価総額は今期予想経常利益３６．７億

に見合う水準。減配がないとして配当利回りは３．８％台で株価を下支え。 

 

⑨ＷＡＳＨハウス（６５３７）１１月 公開価格２３００円 初値３２４０円 

上場後高値９９６０円（２分割前）、分割後高値６２００円 安値２３８０円  

成長期待が底流にあり高ＰＥＲ。中間期業績を下方修正したことで株価は高値から調

整するが、決算説明会での社長のプレゼンから判断すると成長意欲旺盛。グローバル指

向でコインランドリーを国内で全国展開するに留まらず、世界規模で展開の意向。 

 

⑩ティビィシィ・スキヤツト（３９７４） 

１２月 公開価格１４００円 初値４５００円 

上場後高値４６７０円から直近安値１４０１円まで下落歩調。時価総額は２０億円台

で割安感出る。今１０月期の業績を下方修正した結果の株価下落だが、来期の業績は増

益に転じる可能性。７月以降の回復基調を踏まえてそろそろ見直されても良さそう。 
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